
　　　　

2025 年 3 月 19 日

平日 10 時 30 分から 18 時 30 分まで

学校休業日 9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、心身ともに健やかに育成されるよう支援するこ
とを目的として社会福祉事業を行う。

事業所名 放課後等デイサービスポッポ 作成日支援プログラム（参考様式）

・日々の生活や課題(制作・ラキュー・レゴ等)に取り組みながら色や形、大きさを知る機会を作ります。
・買い物や図書館に行く活動では楽しみながら公共のルールを知ることができるよう支援を行います。
・自分の気持ちや行動に気づいて調整しようとするなど適切な行動への対応の支援を行います。
・当日の日付・曜日・スケジュールを視覚でわかるように提示し、概念の習得を目指します。
・興味関心に沿って様々な活動の提案を行い、自己選択、自己決定ができるプロセスを経験できるようにサポートします。

・親しみを持って日常の挨拶を行います。
・自分の思いや要求の相手への伝え方など場面や相手の状況に応じた適切なやりとりを促します。
・本や物語などを楽しみ、想像する楽しさを味わう機会を作ります。
・コミュニケーションを取る中で、生活に必要な言葉を知ることが出来るよう支援を行います。
・良かったことや、個人のエピソードを発表する場面を提供し、話す力、聞く力を養います。
・言語に限らず、表情やジェスチャーなど様々な手段を通して自らの思いに自信を持ち発信できるように支援します。

・集まりで集団活動に参加し、友達や指導員とルールのある遊びを楽しみ、協調性を育みます。
・良いことや悪いことがあることに気付き、考えながら行動が出来るよう支援を行います。
・集団の中の一人として、できる範囲で係り活動を行いできたことを共有し、達成感を味わいます。
・学童クラブの利用者や指導員と関わる機会を作り、普段関わらない人との関わりを楽しみます。

支援方針

　障害を持つ子どもたちを対象とし、個々の特性に応じた支援、友達との関り方や、日常の生活における基本的動作を仲間の中で遊びを通じた活動を行い様々な力を付けるよう支援しま
す。生活全般遊びを通じて、生活能力向上のための訓練、集団生活への適応訓練、レクリエーション行事といった活動を通しての支援を行う他、利用者の支度又は学校や事業所の間の送
迎、相談及び援助を行っています。

送迎実施の有無
営業時間

（別添資料１）

家族支援

・モニタリング・面談を行い、様子の共有や課題の見直しを行います。
・ご家族からご家庭での様子などについてお話を伺い、ご家庭でも実践できるよ
うな環境づくりや関わり方の工夫を一緒に考えます。
・保護者の時間の保証や、ケアを一時的に代行する支援を行います。
・家族(きょうだいを含む)で参加できる行事を実施します。

移行支援

・保護者との面談を行います。
・生活に必要な力を身に付けられるよう、支援を行います。
・学童クラブや学校との連携を行います。
・進級、進学に必要な情報を共有しながら本人・家族が安心して新たな環
境に進めるように関わる。
・並行利用のある児童に対し、情報共有を図ります。

支　援　内　容

・指導員や友達とふれあい、安心感を持って活動できるように支援を行います。
・様々な活動に親しみ、楽しんで取り組めるよう環境を整えます。
・基本的生活スキルの獲得のために、自分で身支度や物の管理等ができるようにします。
・危険な場所や遊び方を知り、安全に気を付けられるよう支援を行います。また避難訓練を行い、災害時の安全の確保について取り組みながら知る機会を作ります。
・毎日の検温、手洗い、消毒を実施し、ひとりひとりの健康状態の把握をしていきます。
・子どもが安心で安全に過ごすことができる場所の提供します。
・クッキングなどを通して、食に対する興味の向上や食事作法を学び、丈夫な体を作ることを目指します。。

・創作活動で目と手の協応を行い、手指の感覚を養います。
・創作活動を通して季節を感じられるような取り組みを行います。
・運動では園庭でキックベース、サッカー、リレー、鬼ごっこ、しっぽ取り等様々な遊びに取り組み、健康的な体、体力つくりを行っていきます。
・室内では吊り橋やバランスボールを使った運動を行い、バランス感覚や体幹力を養えるようにサポートしていきます。

本
人
支
援



主な行事等

・お出かけ・ハロウィンイベント・芋ほり・クリスマスイベント・プール活動・避難訓練

地域支援・地域連携

・学童クラブや他事業所との連携を行います。
・各関係機関に情報を共有し、密な連携を図っていきます。
・図書館や公園など地域施設を利用して、地域資源を活用していきます。

職員の質の向上

・外部研修の受講や事業所内研修を実施し、職員の専門的な知識やスキ
ル、支援の質の向上を図ります。


